
学校番号 1201 

 

令和３年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅰ ２ 第２学年 
SELECT English Expression 

Ⅰ、他 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語表現Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能のうち、特に

「話すこと」、「書くこと」の力をつけることに重点を置いた授業です。そのため、聞いたり読んだり

したことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では積

極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということに気

をつけて学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な活動です。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞い

ている人にきちんと伝わるように積極的に活動に参加しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「（学）英語力養成」（２単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目
標 

科目・
評価 

学習到達目標 
科目・
評価 

学習到達目標 
科目・
評価 

学習到達目標 
科目・
評価 

・前もって
準備した上
で、決まっ
た表現や形
式を用いて
自分や他人
のことを紹
介すること
ができる。 
・天候、時
間、物の値
段など、日
常的に必要
な事柄につ
いて、決ま
った表現や
形式を用い
て尋ねた
り、答えた
りすること
ができる。 

英語表
現Ⅰ 
 
（学）
英会話
入門 

・基本的な語句
や表現、文法事
項などの知識
を活用して簡
単な英文（１
文）を書くこと
ができる。 
・趣味や好き嫌
いについて簡
単な語や基礎
的な表現を用
いて、箇条書き
で複数の文を
書くことがで
きる。 
・簡単な語や基
礎的な表現を
用いて、身近な
こと（好きなも
の嫌いなもの、
学校生活など）
について複数
の文を書くこ
とができる。 

（学）英
語 力 養
成 
 
英 語 表
現Ⅰ 
 

（学）英

語・自己

表 現 入

門 

・ゆっくりは
っきりと話さ
れれば、自分
自身や家族、
学校など身の
回りのことに
ついて聞き取
ることができ
る。 
決まった表現
でゆっくりは
っきりと話さ
れた天候、時
間、物の値段
など、日常的
に必要なこと
がらについ
て、内容を理
解することが
できる。 

（学）英
語・自己
表 現 入
門 
 
（学）英
会 話 入
門 

・基本的な語句
や表現から構
成される１～
３文程度の英
文を文法事項
などの知識も
活用して内容
を的確に読み
取り音読する
ことができる。 
・日常生活で使
われる簡単で
短い文章（携帯
メールや招待
状など）を理解
することがで
きる。 
・簡単な語や表
現を使って書
かれた短い物
語や身近なト
ピックに関す
る短い文章を
挿絵や写真を
参考にしなが
ら理解するこ
とができる。 

英 語 表
現Ⅰ 
 
（学）英
語 力 養
成 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法)  

 

４ 学習の活動 

 

観

点 

コミュニケーションへ
の関心・意欲・態度 

外国語表現の能力 外国語理解の能力 
言語や文化についての 

知識理解 

実
施
方
法 

コミュニケーションに

関心をもち、積極的に

言語活動を行い、コミ

ュニケーションを図ろ

うとしているかを的確

に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる

「話すこと」と「書くこ

と」の到達目標を的確

に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる

「聞くこと」と「読むこ

と」の到達目標を的確

に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用につい

ての知識を身に付けて

いるとともに、その背

景にある文化などを理

解しているかどうかを

的確に評価できる方法

で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。考査は年５回行います。 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson 1 
(２時間) 

・自己紹介

の 仕 方 や

挨 拶 の 違

いなど、文

化 や 習 慣

の 違 い を

認 識 さ せ

る。 

                

    ・「自

分 の 趣 味

や興味」に

つ い て 書

い た り 話

し た り す

る 表 現 に

親 し ま せ

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・be動詞および一般動
詞の「現在形」につい
ての理解を深め、積極
的に運用しようとする
ことができる。 

現在形： be 動
詞／一般動詞を
用いて英文を
「話す」「書
く」「聞く」「読
む」活動を行う 

・積極的に表
現しようとで
きるか。 
・聞き返す、
言い換える
等、継続的な
対話を図るこ
とができる。 

・イントロ英
会話をペアワ
ークさせ判断
材料にする。 
 

「外国語表現の能力」 
・即興で話したり、対
話したりして表現する
ことができる。 
・「自分の趣味や興味が
あること」について書
くことができる。 

・be動詞およ
び一般動詞の
「現在形」を
用いて、適切
な表現で書く 

・「自分の趣味
や興味がある
こと」につい
て話すことが
できるか。 

・Speak Up!
で自分の事を
表現させて判
断材料にす
る。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞
き、設問の写真に適す
る内容を選ぶことがで
きる。 

・be動詞およ
び一般動詞の
「現在形」を用
いて書かれた英
文を聴きとる 

・話された英
文を聞きとる
ことができる
か。 
・適切な表現
を判断できる
か。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が聞
き取れるかを
見る。 
・場面で Go!
で正しい表現
を選択できる
かを見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・be動詞および一般動
詞の「現在形」の基本
的な用法や表現を理解
している。 
・英語での自己紹介の
仕方を理解している。 

be 動詞および一
般動詞の「現在
形」を使って自
己紹介をする 

・基本的な用
法や表現を理
解している 

・Gトレーニ
ングで適切な
判断ができて
いるかを見
る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson２ 
(２時間) 

・伝統料理

か ら 宇 宙

食 ま で 、

様 々 な 食

文 化 が あ

る こ と を

認 識 さ せ

る。 

          

・「先週末

に し た こ

と」につい

て 書 い た

り 話 し た

り す る 表

現 に 親 し

ませる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・be動詞および一般動詞の
「過去形」についての理解を
深め、積極的に運用しようと
することができる。 
・間違いを恐れず表現しよう
とすることができる。 
・わからないことや表現でき
ないことに対し、聞き返す、
言い換える等、継続的な対話
を図ることができる。 

be 動詞およ
び一般動詞
の「過去
形」を用い
て英文を
「話す」「書
く」「聞く」
「読む」活
動を行う 

・積極的に
表現しよう
とできる
か。 
・聞き返
す、言い換
える等、継
続的な対話
を図ること
ができる。 

・イントロ
英会話をペ
アワークさ
せ判断材料
にする。 

「外国語表現の能力」 
・「先週末にしたこと」につい
て話したり書いたりすること
ができる。 

be 動詞およ
び一般動詞
の「過去
形」を用い
て、話した
り、対話を
したり、適
切な表現で
書く。 

・「自分の趣
味や興味が
あること」
について話
すことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の事
を表現させ
て判断材料
にする。 

「外国語理解の能力」 
・be動詞および一般動詞の
「過去形」を用いた英文を聞
きとったり読み取ったりする
ことができる。 
・いくつかの英文を聞き、設
問の写真に適する内容を選ぶ
ことができる。 

be 動詞およ
び一般動詞
の「過去
形」で書か
れた英文を
聴きとる 

・話された
英文を聞き
とることが
できるか。 
・適切な表
現を判断で
きるか。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が
聞き取れる
かを見る。 
・場面で
Go!で正しい
表現を選択
できるかを
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・be動詞および一般動詞の
「過去形」の基本的な用法や
表現を理解している。 
・伝統料理から最先端の宇宙
食まで、世界に様々な食文化
があることを理解している。 

be 動詞およ
び一般動詞
の「過去
形」で書か
れた英文の
内容をを読
みとる 

・基本的な
用法や表現
を理解して
いる 

・Gトレー
ニングで適
切な判断が
できている
かを見る。 



 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson３ 
(２時間) 

"・スポー

ツ の 種 類

や ス ポ ー

ツ 選 手 に

つ い て 認

識させる。 

・「昨日の

夜8時にし

て い た こ

と」につい

て 書 い た

り 話 し た

り す る 表

現 に 親 し

ませる。" 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「現在進行形」および「過去進
行形」についての理解を深め、積
極的に運用しようとすることがで
きる。 
・間違いを恐れず表現しようとす
ることができる。 
・わからないことや表現できない
ことに対し、聞き返す、言い換え
る等、継続的な対話を図ることが
できる。 

「現在進行
形」および
「過去進行
形」を使っ
て「話す」
「書く」「聞
く」「読む」
活動をする 

・積極的
に表現し
ようとで
きるか。 
・聞き返
す、言い
換える
等、継続
的な対話
を図るこ
とができ
る。 

・イント
ロ英会話
をペアワ
ークさせ
判断材料
にする。 

「外国語表現の能力」 
・「昨日の夜 8時にしていたこと」
について話したり書いたりするこ
とができる。 

「現在進行
形」を用い
て話した
り、対話し
たり、適切
な表現で書
く。 

・「自分の
趣味や興
味がある
こと」に
ついて話
すことが
できる。 

・Speak 
Up!で自分
の事を表
現させて
判断材料
にする。 

「外国語理解の能力」 
形」・いくつかの英文を聞き、設問
の写真に適する内容を選ぶことが
できる。 
 

「現在進行
形」および
「過去進行
形」を用い
た英文を聞
きとったり
読み取った
りする 

・話され
た英文を
聞きとる
ことがで
きるか。 
・適切な
表現を判
断できる
か。 

・Let’s 
Listen で
正しい内
容が聞き
取れるか
を見る。 
・場面で
Go!で正し
い表現を
選択でき
るかを見
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「現在進行形」および「過去進行
形」の基本的な用法や表現を理解
している。 
・主なスポーツの種類や世界で活
躍するスポーツ選手について理解
している。 

「現在進行
形」および
「過去進行
形」で書か
れた英文の
内容をを読
みとる 

・基本的
な用法や
表現を理
解してい
る 

・Gトレー
ニングで
適切な判
断ができ
ているか
を見る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson４ 
(２時間) 

"・旅行先

と し て 有

名 な 各 国

の 名 所 等

に つ い て

認 識 さ せ

る。 

・「今年の

夏 に す る

予 定 の こ

と」につい

て 書 い た

り 話 し た

り す る 表

現 に 親 し

ませる。" 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「未来表現」についての理解を深
め、積極的に運用しようとするこ
とができる。 
・間違いを恐れず表現しようとす
ることができる。 
・わからないことや表現できない
ことに対し、聞き返す、言い換え
る等、継続的な対話を図ることが
できる。 

「未来表
現」を用い
て「話す」
「書く」「聞
く」「読む」
活動を行う 

・積極的
に表現し
ようとで
きるか。 
・聞き返
す、言い
換える
等、継続
的な対話
を図るこ
とができ
る。 

・イント
ロ英会話
をペアワ
ークさせ
判断材料
にする。 

「外国語表現の能力」 
・「今年の夏にする予定のこと」に
ついて話したり書いたりすること
ができる。 
 

「未来表
現」を用い
て話した
り、対話し
たり、適切
な表現で書
く。 

・「自分の
趣味や興
味がある
こと」に
ついて話
すことが
できる。 

・Speak 
Up!で自
分の事
を表現
させて
判断材
料にす
る。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、設問の
写真に適する内容を選ぶことがで
きる。 

「未来表
現」を用い
た英文を聞
きとったり
読み取った
りする 

・話され
た英文を
聞きとる
ことがで
きるか。 
・適切な
表現を判
断できる
か。 

・Let’s 
Listen で
正しい内
容が聞き
取れるか
を見る。 
・場面で
Go!で正し
い表現を
選択でき
るかを見
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「未来表現」の基本的な用法や表
現を理解している。 
・旅行先として有名な世界の名所
等について理解している。 

「未来表
現」で書か
れた英文の
内容を読み
とる 

・基本的
な用法や
表現を理
解してい
る 

・Gトレー
ニングで
適切な判
断ができ
ているか
を見る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson ５
(２時間) 

・ ア イ ド

ル、芸能に

つ い て 認

識させる。 

・「今まで

の経験、お

よ び そ の

回数」につ

い て 書 い

た り 話 し

た り す る

表 現 に 親

しませる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・継続および経験を表す「現在完
了形」についての理解を深め、積
極的に運用しようとすることがで
きる。 
・間違いを恐れず表現しようとす
ることができる。 
・わからないことや表現できない
ことに対し、聞き返す、言い換え
る等、継続的な対話を図ることが
できる。 

「現在完了
形」を用い
て「話す」
「書く」「聞
く」「読む」
活動を行う 

・積極的
に表現し
ようとで
きるか。 
・聞き返
す、言い
換える
等、継続
的な対話
を図るこ
とができ
る。 

・イント
ロ英会話
をペアワ
ークさせ
判断材料
にする。 

「外国語表現の能力」 
・「今までの経験、およびその回
数」について話したり書いたりす
ることができる。 
 
 
 
 
 
 

「現在完了
形」を用い
て話した
り、対話し
たり、適切
な表現で書
く 

・「自分の
趣味や興
味がある
こと」に
ついて話
すことが
できる。 

・Speak 
Up!で自分
の事を表現
させて判断
材料にす
る。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、設問の
写真に適する内容を選ぶことがで
きる。 
 

「現在完了
形」を用い
た英文を聞
きとったり
読み取った
りする 

・話され
た英文を
聞きとる
ことがで
きるか。 
・適切な
表現を判
断できる
か。 

・Let’s 
Listen で
正しい内
容が聞き
取れるか
を見る。 
・場面で
Go!で正し
い表現を
選択でき
るかを見
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・継続および経験を表す「現在完
了形」の基本的な用法や表現を理
解している。 
・世界で活躍するアイドルなど、
芸能について理解している。 

「現在完了
形」で書か
れた英文の
内容を読み
とる 

・基本的
な用法や表
現を理解し
ている 

・Gトレー
ニングで
適切な判
断ができ
ているか
を見る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson６ 
(２時間) 

・日本文化

を 紹 介 す

る こ と の

面 白 さ や

重 要 性 に

気 付 か せ

る。 

・「過去の

あ る 地 点

か ら 現 在

ま で 継 続

し て い る

こと、その

期間」につ

い て 書 い

た り 話 し

た り す る

表 現 に 親

しませる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・完了を表す「現在完了形」
および「現在完了進行形」に
ついての理解を深め、積極的
に運用しようとすることがで
きる。 
・間違いを恐れず表現しよう
とすることができる。 
・わからないことや表現でき
ないことに対し、聞き返す、
言い換える等、継続的な対話
を図ることができる。 

「現在完了
形」および
「現在完了
進行形」を
用いて「話
す」「書く」
「聞く」「読
む」活動を
行う 

・積極的に
表現しようと
できるか。 
・聞き返
す、言い換
える等、継
続的な対話
を図ること
ができる。 

・イントロ
英会話をペ
アワークさ
せ判断材料
にする。 

「外国語表現の能力」 
・「過去のある時点から現在ま
で継続していること、および
その期間」について話したり
書いたりすることができる。 
 

「現在完了
形」および
「現在完了
進行形」を
用いて話し
たり、対話
したり、適
切な表現で
書く 

・「自分の趣
味や興味が
あること」
について話
すことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の事
を表現させ
て判断材料
にする。 

 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、設
問の写真に適する内容を選ぶ
ことができる。 

「現在完了
形」および
「現在完了
進行形」を
用いた英文
を聞きとっ
たり読み取
ったりする 

・話された
英文を聞き
とることが
できるか。 
・適切な表
現を判断で
きるか。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が
聞き取れる
かを見る。 
・場面で
Go!で正しい
表現を選択
できるかを
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・完了を表す「現在完了形」
および「現在完了進行形」の
基本的な用法や表現を理解し
ている。 
・伝統的なものから近代的な
ものまで、幅広く日本文化を
知り、紹介することの面白さ
と重要性を理解している。 

「現在完了
形」および
「現在完了
進行形」で
書かれた英
文の内容を
読みとる 

・基本的な
用法や表現
を理解して
いる 

・Gトレー
ニングで適
切な判断が
できている
かを見る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson７ 
(２時間) 

・環境やエ

ネ ル ギ ー

問 題 に つ

い て 認 識

させる。 

・「今週末

の予定」に

つ い て 書

い た り 話

し た り す

る 表 現 に

親 し ま せ

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「助動詞」（can，may）につ
いての理解を深め、積極的に
運用しようとすることができ
る。 
・間違いを恐れず表現しよう
とすることができる。 
・わからないことや表現でき
ないことに対し、聞き返す、
言い換える等、継続的な対話
を図ることができる。 

「助動詞」
（can，
may）を用い
て「話す」
「書く」「聞
く」「読む」
活動を行う 

・積極的に
表現しよう
とできる
か。 
・聞き返
す、言い換
える等、継
続的な対話
を図ること
ができる。 

・イントロ
英会話をペア
ワークさせ判
断材料にす
る。 

「外国語表現の能力」 
・「今週末の予定」について
話したり書いたりすることが
できる。 
 

「助動詞」
（can，
may）を用い
て話した
り、対話し
たり、適切
な表現で書
く 

・「自分の趣
味や興味が
あること」
について話
すことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の事
を表現させ
て判断材料
にする。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、設
問の写真に適する内容を選ぶ
ことができる。 

「助動詞」
（can，
may）を用い
た英文を聞
きとったり
読み取った
りする 

・話された
英文を聞き
とることが
できるか。 
・適切な表
現を判断で
きるか。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が
聞き取れる
かを見る。 
・場面で Go!
で正しい表
現を選択で
きるかを見
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・助動詞（can，may）の基本
的な用法や表現を理解してい
る。 
・環境に関する問題を知り、
それらの解決策を見つけ、実
行することの重要性を理解し
ている。 

「助動詞」
（can，
may）で書か
れた英文の
内容を読み
とる 

・基本的な
用法や表現
を理解して
いる 

・Gトレーニ
ングで適切
な判断がで
きているか
を見る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson８ 
(２時間) 

・国際社会

が か か え

る 問 題 に

つ い て 認

識させる。 

・「映画の

誘 い を 断

わ ら な け

れ ば な ら

ない理由」

に つ い て

書 い た り

話 し た り

す る 表 現

に 親 し ま

せる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「助動詞」（must，have 
to，should）についての理
解を深め、積極的に運用し
ようとすることができる。 
・間違いを恐れず表現しよ
うとすることができる。 
・わからないことや表現で
きないことに対し、聞き返
す、言い換える等、継続的
な対話を図ることができ
る。 

「助動詞」
（must，have 
to，should）
を用いて「話
す」「書く」
「聞く」「読
む」活動を行
う 

・積極的に表
現しようとで
きるか。 
・聞き返す、
言い換える
等、継続的な
対話を図るこ
とができる。 

・イントロ英
会話をペアワ
ークさせ判断
材料にする。 

「外国語表現の能力」 
・「映画の誘いを断わらなけ
ればならない理由」につい
て話したり書いたりするこ
とができる。 
 
 
 
 
 

「助動詞」
（must，have 
to，should）
を用いて話し
たり、対話し
たり、適切な
表現で書く 

・「自分の趣
味や興味があ
ること」につ
いて話すこと
ができる。 

・Speak Up!
で自分の事を
表現させて判
断材料にす
る。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、
設問の写真に適する内容を
選ぶことができる。 

「助動詞」
（must，have 
to，should）
を用いた英文
を聞きとった
り読み取った
りする 

・話された英
文を聞きとる
ことができる
か。 
・適切な表現
を判断できる
か。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が聞
き取れるかを
見る。 
・場面で Go!
で正しい表現
を選択できる
かを見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「助動詞」（must，have 
to，should）の基本的な用
法や表現を理解している。 
・国際社会に関する歴史、
事象を知り、それらに対し
て自分の意見を持つことの
重要性を理解している。 

「助動詞」
（must，have 
to，should）
で書かれた英
文の内容を読
みとる 

・基本的な用
法や表現を理
解している 

・Gトレーニ
ングで適切な
判断ができて
いるかを見
る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson９ 
(２時間) 

・様々な生

き 物 に つ

い て 認 識

させる。 

・「自分の

夢 や な り

たい職業」

に つ い て

書 い た り

話 し た り

す る 表 現

に 親 し ま

せる。" 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・5～8課で学んだ知識（現
在完了形および助動詞の用
法や表現）を活かし、さら
に理解しようと努力するこ
とができる。 
・わからないことや表現で
きないことに対し、復習し
たり、質問したり、調べた
り、積極的に継続的な学習
を図ることができる。 

現在完了形お
よび助動詞を
用いて「話
す」「書く」
「聞く」「読
む」活動を行
う 

・積極的に表
現しようとで
きるか。 
・聞き返す、
言い換える
等、継続的な
対話を図るこ
とができる。 

・イントロ英
会話をペアワ
ークさせ判断
材料にする。 

「外国語表現の能力」 
・現在完了形および助動詞
の基本的な用法や表現に留
意して、正しく発話したり
適切な英語を書くことがで
きる。 

現在完了形お
よび助動詞を
用いて話した
り、対話した
り、適切な表
現で書く 

・「自分の趣
味や興味があ
ること」につ
いて話すこと
ができる。 

・Speak Up!
で自分の事を
表現させて判
断材料にす
る。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、
設問の写真に適する内容を
選ぶことができる。 

現在完了形お
よび助動詞を
用いた英文を
聞きとったり
読み取ったり
する 

・話された英
文を聞きとる
ことができる
か。 
・適切な表現
を判断できる
か。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が聞
き取れるかを
見る。 
・場面で Go!
で正しい表現
を選択できる
かを見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・現在完了形および助動詞
の基本的な用法や表現を理
解している。 
・英文の場面や背景を理解
している。 

現在完了形お
よび助動詞で
書かれた英文
の内容を読み
とる 

・基本的な用
法や表現を理
解している 

・Gトレーニ
ングで適切な
判断ができて
いるかを見
る。 



 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson10 
(２時間) 

・様々な生

き 方 を 知

る こ と で

自 分 の 生

き 方 や 社

会 と の 関

わ り を 考

えさせる。        

・「現在し

て い る こ

と、および

何 の た め

に そ れ を

す る 必 要

が あ る の

か」につい

て 書 い た

り 話 し た

り す る 表

現 に 親 し

ませる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「不定詞」の形容詞的用法
および〈It~(for－)to
…〉についての理解を深
め、積極的に運用しよう
とすることができる。 

・間違いを恐れず表現しよ
うとすることができる。 

・わからないことや表現で
きないことに対し、聞き
返す、言い換える等、継
続的な対話を図ることが
できる。 

「不定詞」の
形容詞的用
法および
〈It~(for
－)to…〉
を用いて
「話す」
「書く」
「聞く」
「読む」活
動を行う 

・積極的に表
現しようと
できるか。 

・聞き返す、
言い換える
等、継続的
な対話を図
ることがで
きる。 

・イントロ英
会話をペア
ワークさせ
判断材料に
する。 

「外国語表現の能力」 
・「現在していること、およ
び何のためにそれをする
(必要がある)のか」につ
いて話したり書いたりす
ることができる。 

 
 
 
 
 
 
 

「不定詞」の
形容詞的用
法および
〈It~(for
－)to…〉
を用いて話
したり、対
話したり、
適切な表現
で書く 

・「自分の趣
味や興味が
あること」
について話
すことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の事
を表現させ
て判断材料
にする。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、
設問の写真に適する内容を
選ぶことができる。 

「不定詞」の
形容詞的用
法および
〈It~(for
－)to…〉
を用いた英
文を聞きと
ったり読み
取ったりす
る 

・話された英
文を聞きとる
ことができる
か。 
・適切な表現
を判断できる
か。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が聞
き取れるかを
見る。 
・場面で Go!
で正しい表現
を選択できる
かを見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「不定詞」の形容詞的用法
および〈It~(for－)to
…〉の基本的な用法や表
現を理解している。 

・様々な生き方を学び、自
分の生き方やそれを社会
に活かすことの重要性を
理解している。 

「不定詞」の
形容詞的用
法および
〈It~(for
－)to…〉
で書かれた
英文の内容
を読みとる 

・基本的な用
法や表現を
理解してい
る 

・Gトレーニ
ングで適切
な判断がで
きているか
を見る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson11 
(２時間) 

・自然科学

の 進 歩 と

可 能 性 に

つ い て 認

識させる。 

・「友達と

い つ も し

て い る こ

と」につい

て 書 い た

り 話 し た

り す る 表

現 に 親 し

ませる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「動名詞」についての理解
を深め、積極的に運用し
ようとすることができ
る。 

・間違いを恐れず表現しよ
うとすることができる。 

・わからないことや表現で
きないことに対し、聞き
返す、言い換える等、継
続的な対話を図ることが
できる。 

「動名詞」を
用いて「話
す」「書
く」「聞
く」「読
む」活動を
行う 

・積極的に表
現しようと
できるか。 

・聞き返す、
言い換える
等、継続的
な対話を図
ることがで
きる。 

・イントロ英
会話をペア
ワークさせ
判断材料に
する。 

「外国語表現の能力」 
・「友達といつもしているこ
と」について話したり書
いたりすることができ
る。 

 

「動名詞」を
用いて話し
たり、対話
したり、適
切な表現で
書く 

・「自分の趣
味や興味が
あること」
について話
すことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の事
を表現させ
て判断材料
にする。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、
設問の写真に適する内容を
選ぶことができる。 

「動名詞」を
用いた英文
を聞きとっ
たり読み取
ったりする 

・話された英
文を聞きとる
ことができる
か。 
・適切な表現
を判断できる
か。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が聞
き取れるかを
見る。 
・場面で Go!
で正しい表現
を選択できる
かを見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「動名詞」の基本的な用法
や表現を理解している。 

・様々な自然科学に関する
事象とその可能性につい
て理解している。 

「動名詞」で
書かれた英
文の内容を
読みとる 

・基本的な用
法や表現を
理解してい
る 

・Gトレーニ
ングで適切
な判断がで
きているか
を見る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson12 
(２時間) 

・様々な芸

術 に つ い

て 親 し ま

せる。 

・「芸術作

品 お よ び

その作者」

に つ い て

書 い た り

話 し た り

す る 表 現

に 親 し ま

せる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「受動態」についての理解
を深め、積極的に運用し
ようとすることができ
る。 

・間違いを恐れず表現しよ
うとすることができる。 

・わからないことや表現で
きないことに対し、聞き
返す、言い換える等、継
続的な対話を図ることが
できる。 

「受動態」を
用いて「話
す」「書
く」「聞
く」「読
む」活動を
行う 

・積極的に表
現しようと
できるか。 

・聞き返す、
言い換える
等、継続的
な対話を図
ることがで
きる。 

・イントロ英
会話をペア
ワークさせ
判断材料に
する。 

「外国語表現の能力」 
・「芸術作品およびその作
者」について話したり書
いたりすることができ
る。 

 

「受動態」を
用いて話し
たり、対話
したり、適
切な表現で
書く 

・「自分の趣
味や興味が
あること」
について話
すことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の事
を表現させ
て判断材料
にする。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、
設問の写真に適する内容を
選ぶことができる。 

「受動態」を
用いた英文
を聞きとっ
たり読み取
ったりする 

・話された英
文を聞きとる
ことができる
か。 
・適切な表現
を判断できる
か。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が聞
き取れるかを
見る。 
・場面で Go!
で正しい表現
を選択できる
かを見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「受動態」の基本的な用法
や表現を理解している。 

・主な芸術作品に関する背
景や事象を理解してい
る。 

「受動態」で
書かれた英
文の内容を
読みとる 

・基本的な用
法や表現を
理解してい
る 

・Gトレーニ
ングで適切
な判断がで
きているか
を見る。 



 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson13 
(２時間) 

・ことばに

関 心 を も

ち、言語を

学 ぶ 重 要

性 や そ の

面 白 さ を

認 識 さ せ

る。     

・「過去に

見 た 面 白

か っ た こ

と」につい

て 書 い た

り 話 し た

り す る 表

現 に 親 し

ませる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「現在分詞」および「過去分
詞」についての理解を深
め、積極的に運用しようと
することができる。 

・間違いを恐れず表現しよう
とすることができる。 

・わからないことや表現でき
ないことに対し、聞き返
す、言い換える等、継続的
な対話を図ることができ
る。 

「現在分
詞」およ
び「過去
分詞」を
用いて
「話す」
「書く」
「聞く」
「読む」
活動を行
う 

・積極的に
表現しよ
うとでき
るか。 

・聞き返
す、言い
換える
等、継続
的な対話
を図るこ
とができ
る。 

・イントロ
英会話を
ペアワー
クさせ判
断材料に
する。 

「外国語表現の能力」 
・「持っているものの中で、外
国で作られたもの」につい
て話すことができる。 

・この課の言語材料を使用
し、「持っているものの中
で、外国で作られたもの」
について書くことができ
る。 

 
 
 
 
 

「現在分
詞」およ
び「過去
分詞」を
用いて話
したり、
対話した
り、適切
な表現で
書く 

・「自分の趣
味や興味
があるこ
と」につ
いて話す
ことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の
事を表現
させて判
断材料に
する。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、設
問の写真に適する内容を選ぶ
ことができる。 

「現在分
詞」およ
び「過去
分詞」を
用いた英
文を聞き
とったり
読み取っ
たりする 

・話された
英文を聞き
とることが
できるか。 
・適切な表
現を判断で
きるか。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が
聞き取れる
かを見る。 
・場面で
Go!で正しい
表現を選択
できるかを
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
【言語についての知識】 
・「現在分詞」および「過去分
詞」の基本的な用法や表現
を理解している。 

・前置修飾と後置修飾の違い
を理解している。 

【文化についての知識】 
・外国語やことばに関して、
様々な言語や方法があるこ
とを理解している。 

「現在分
詞」およ
び「過去
分詞」で
書かれた
英文の内
容を読み
とる 

・基本的な
用法や表
現を理解
している 

・Gトレー
ニングで
適切な判
断ができ
ているか
を見る。 



 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson14 
(２時間) 

・ご当地の

意 味 を 認

識させ、地

域 へ の 関

心 を 高 め

る。 

・「友達の

特徴（得意

な こ と な

ど）」につ

い て 書 い

た り 話 し

た り す る

表 現 に 親

しませる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「関係代名詞」（that，
who，which）についての理
解を深め、積極的に運用し
ようとすることができる。 

・間違いを恐れず表現しよう
とすることができる。 

・わからないことや表現でき
ないことに対し、聞き返
す、言い換える等、継続的
な対話を図ることができ
る。 

「関係代名
詞」
（that，
who，
which）を
用いて
「話す」
「書く」
「聞く」
「読む」
活動を行
う 

・積極的に
表現しよ
うとでき
るか。 

・聞き返
す、言い
換える
等、継続
的な対話
を図るこ
とができ
る。 

・イントロ
英会話を
ペアワー
クさせ判
断材料に
する。 

「外国語表現の能力」 
・「友だちの特長（得意なこ
となど）」について話した
り書いたりすることができ
る。 

 

「関係代名
詞」
（that，
who，
which）を
用いて話
したり、
対話した
り、適切
な表現で
書く 

・「自分の趣
味や興味
があるこ
と」につ
いて話す
ことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の
事を表現
させて判
断材料に
する。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、設
問の写真に適する内容を選ぶ
ことができる。 

「関係代名
詞」
（that，
who，
which）を
用いた英
文を聞き
とったり
読み取っ
たりする 

・話された
英文を聞き
とることが
できるか。 
・適切な表
現を判断で
きるか。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が
聞き取れる
かを見る。 
・場面で Go!
で正しい表
現を選択で
きるかを見
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「関係代名詞」（that，
who，which）の基本的な用
法や表現を理解している。 

・地域が誇る人材、名所、特
産品等、ご当地の役割や意
味を理解している。 

「関係代名
詞」
（that，
who，
which）で
書かれた
英文の内
容を読み
とる 

・基本的な
用法や表現
を理解して
いる 

・Gトレーニ
ングで適
切な判断
ができて
いるかを
見る。 



 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson15 
(２時間) 

・高校生と

社 会 と の

つ な が り

に つ い て

考 え さ せ

る。 

・「忘れら

れ な い 出

来事」につ

い て 書 い

た り 話 し

た り す る

表 現 に 親

しませる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「関係代名詞」（what）お
よび「関係副詞」
（where，when，why）に
ついての理解を深め、積
極的に運用しようとする
ことができる。 

・間違いを恐れず表現しよ
うとすることができる。 

・わからないことや表現で
きないことに対し、聞き
返す、言い換える等、継
続的な対話を図ることが
できる。 

「関係代名
詞」
（what）お
よび「関係
副詞」
（where，
when，
why）を用
いて「話
す」「書
く」「聞
く」「読
む」活動を
行う 

・積極的に表
現しようと
できるか。 

・聞き返す、
言い換える
等、継続的
な対話を図
ることがで
きる。 

・イントロ英
会話をペア
ワークさせ
判断材料に
する。 

「外国語表現の能力」 
・「忘れられない出来事があ
った日」について話すこ
とができる。 

 

「関係代名
詞」
（what）お
よび「関係
副詞」
（where，
when，
why）を用
いて話した
り、対話し
たり、適切
な表現で書
く 

・「自分の趣
味や興味が
あること」
について話
すことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の事
を表現させ
て判断材料
にする。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、
設問の写真に適する内容を
選ぶことができる。 

「関係代名
詞」
（what）お
よび「関係
副詞」
（where，
when，
why）を用
いた英文を
聞きとった
り読み取っ
たりする 

・話された英
文を聞きとる
ことができる
か。 
・適切な表現
を判断できる
か。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が聞
き取れるかを
見る。 
・場面で Go!
で正しい表現
を選択できる
かを見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「関係代名詞」（what）お
よび「関係副詞」
（where，when，why）の
基本的な用法や表現を理
解している。 

・高校生が活躍している場
や高校生と社会とのつな
がりについて理解してい
る。 

「関係代名
詞」
（what）お
よび「関係
副詞」
（where，
when，
why）で書
かれた英文
の内容を読
みとる 

・基本的な用
法や表現を
理解してい
る 

・Gトレーニ
ングで適切
な判断がで
きているか
を見る。 



 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson16 
(２時間) 

・世界の地

理 に つ い

て 認 識 さ

せる。 

・（何かと

何 か を 比

べて）自分

の 好 き な

方 を 選 ん

で 書 い た

り 話 し た

り す る 表

現 に 親 し

ませる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「比較級」「最上級」および
〈as … as ～〉について
の理解を深め、積極的に運
用しようとすることができ
る。 

・間違いを恐れず表現しよう
とすることができる。 

・わからないことや表現でき
ないことに対し、聞き返
す、言い換える等、継続的
な対話を図ることができ
る。 

「比較級」
「最上
級」およ
び〈as … 
as ～〉を
用いて
「話す」
「書く」
「聞く」
「読む」
活動を行
う 

・積極的に
表現しよ
うとでき
るか。 

・聞き返
す、言い
換える
等、継続
的な対話
を図るこ
とができ
る。 

・イントロ
英会話を
ペアワー
クさせ判
断材料に
する。 

「外国語表現の能力」 
・「2つのものから自分の好き
なものを選ぶ」ことについ
て話したり書いたりするこ
とができる。 

 

「比較級」
「最上
級」およ
び〈as … 
as ～〉を
用いて話
したり、
対話した
り、適切
な表現で
書く 

・「自分の趣
味や興味
があるこ
と」につ
いて話す
ことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の
事を表現
させて判
断材料に
する。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、設
問の写真に適する内容を選ぶ
ことができる。 

「比較級」
「最上
級」およ
び〈as … 
as ～〉を
用いた英
文を聞き
とったり
読み取っ
たりする 

・話された
英文を聞き
とることが
できるか。 
・適切な表
現を判断で
きるか。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が
聞き取れる
かを見る。 
・場面で Go!
で正しい表
現を選択で
きるかを見
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「比較級」「最上級」および
〈as … as ～〉の基本的
な用法や表現を理解してい
る。 

・建築物や山川など世界の地
理に関する主な情報を理解
している。 

「比較級」
「最上
級」およ
び〈as … 
as ～〉で
書かれた
英文の内
容を読み
とる 

・基本的な
用法や表現
を理解して
いる 

・Gトレーニ
ングで適
切な判断
ができて
いるかを
見る。 



 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson17 
(２時間) 

・国際協力

に 関 わ る

活 動 を 認

識させ、意

識 を 高 め

る。 

・「昨日見

た （ 聞 い

た）こと」

に つ い て

書 い た り

話 し た り

す る 表 現

に 親 し ま

せる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「知覚動詞」および「使役
動詞」についての理解を深
め、積極的に運用しようと
することができる。 

・間違いを恐れず表現しよう
とすることができる。 

・わからないことや表現でき
ないことに対し、聞き返
す、言い換える等、継続的
な対話を図ることができ
る。 

「知覚動
詞」およ
び「使役
動詞」を
用いて
「話す」
「書く」
「聞く」
「読む」
活動を行
う 

・積極的に
表現しよ
うとでき
るか。 

・聞き返
す、言い
換える
等、継続
的な対話
を図るこ
とができ
る。 

・イントロ
英会話を
ペアワー
クさせ判
断材料に
する。 

「外国語表現の能力」 
・「昨日見た[聞いた]こと」
について話したり書いたり
することができる。 

 

「知覚動
詞」およ
び「使役
動詞」を
用いて話
したり、
対話した
り、適切
な表現で
書く 

・「自分の趣
味や興味
があるこ
と」につ
いて話す
ことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の
事を表現
させて判
断材料に
する。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、設
問の写真に適する内容を選ぶ
ことができる。 

「知覚動
詞」およ
び「使役
動詞」を
用いた英
文を聞き
とったり
読み取っ
たりする 

・話された
英文を聞き
とることが
できるか。 
・適切な表
現を判断で
きるか。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が
聞き取れる
かを見る。 
・場面で Go!
で正しい表
現を選択で
きるかを見
る。 

  

「言語や文化についての知識・理解」 
・「知覚動詞」および「使役
動詞」の基本的な用法や表
現を理解している。 

・世界が共有する社会問題や
それに対する活動について
の情報を理解している。 

「知覚動
詞」およ
び「使役
動詞」で
書かれた
英文の内
容を読み
とる 

・基本的な
用法や表現
を理解して
いる 

・Gトレーニ
ングで適
切な判断
ができて
いるかを
見る。 



 

 

 

 

 

 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 
主な 

学習内容 
単元の 
評価規準 

評価方法 

Lesson18 
(２時間) 

・世界遺産

に 親 し ま

せる。 

・「タイム

マ シ ン が

あれば（過

去 ・ 未 来

で）してみ

たいこと」

に つ い て

書 い た り

話 し た り

す る 表 現

に 親 し ま

せる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・「仮定法過去」（if ～，I 
wish ～）についての理解
を深め、積極的に運用しよ
うとすることができる。 

・間違いを恐れず表現しよう
とすることができる。 

・わからないことや表現でき
ないことに対し、聞き返
す、言い換える等、継続的
な対話を図ることができ
る。 

「仮定法過
去」（if 
～，I 
wish ～）
を用いて
「話す」
「書く」
「聞く」
「読む」
活動を行
う 

・積極的に
表現しよ
うとでき
るか。 

・聞き返
す、言い
換える
等、継続
的な対話
を図るこ
とができ
る。 

・イントロ
英会話を
ペアワー
クさせ判
断材料に
する。 

「外国語表現の能力」 
・「タイムマシンがあれば(過
去・未来で)してみたいこ
と」について話したり書い
たりすることができる。 

 

「仮定法過
去」（if 
～，I 
wish ～）
を用いて
話した
り、対話
したり、
適切な表
現で書く 

・「自分の趣
味や興味
があるこ
と」につ
いて話す
ことがで
きる。 

・Speak Up!
で自分の
事を表現
させて判
断材料に
する。 

「外国語理解の能力」 
・いくつかの英文を聞き、設
問の写真に適する内容を選ぶ
ことができる。 

「仮定法過
去」（if 
～，I 
wish ～）
を用いた
英文を聞
きとった
り読み取
ったりす
る 

・話された
英文を聞き
とることが
できるか。 
・適切な表
現を判断で
きるか。 

・Let’s 
Listen で正
しい内容が
聞き取れる
かを見る。 
・場面で Go!
で正しい表
現を選択で
きるかを見
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・「仮定法過去」（if ～，I 
wish ～）の基本的な用法
や表現を理解している。 

・主な世界遺産に関する情報
を理解している。 

「仮定法過
去」（if 
～，I 
wish ～）
で書かれ
た英文の
内容を読
みとる 

・基本的な
用法や表現
を理解して
いる 

・Gトレーニ
ングで適
切な判断
ができて
いるかを
見る。 


